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資料１－２



総括）直近１年間の進捗事項（サマリ） ※９テーマ１７項目

2

本日の報告対象
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G） 法規



G）法規／サブオービタル飛行の法的考え方 整理

4https://www8.cao.go.jp/space/policy/policy.html内閣府 宇宙政策 政府関連施策 ページ内より 2020年5月28日決定

済みこれから



G）法規／有人飛行に対する法的課題抽出

5

対象範囲



G）法規／有人飛行 法的課題検討の進め方（案）
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① 捉え方の概念整理 ② 対象区分とＩＣ適用の検討

③ 対応先の整理

1) 官民協議会／２つのＷＧ

2) 自治体／国家戦略特区

3) 内閣官房
／規制のサンドボックス

④ 対応方針の検討

①～③ の進め方とは、異なる別方策

ex)

「認証」レベルまで政府補償制度の導入

ＩＣ：Informed Consent

実験参加者： 事業者とも、消費者とも異なるが、

リスクを自己責任で許容する者。

1) 事業者

3) 実験参加者

2) 消費者

普通 ＩＣ

特別 ＩＣ

特別IC： 実験参加者が、国および事業者に対する

損害賠償請求権を放棄する。
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H） 宇宙港
・開発拠点

・運用拠点



H）宇宙港／拠点：下地島空港
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・沖縄本島 南西 320km

・3,000m x 60m の滑走路

・充実した航空管制設備

・南北に、広い民間飛行空域

・アジア諸国へのアクセス良

↑ 下地島

↓ 伊良部島

←宮古島

沖縄本島 ↓



H）宇宙港／拠点化検討の背景、経緯
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「下地島空港利活用事業」公募に提案

2014年 第一回公募
① 三菱地所 ： 国際線等旅客施設整備・運営事業

② FSO ： パイロット養成事業

2017年 第二回公募

パイロット訓練空港としての役割を経て、3,000m長の滑走路、

東アジアの中心に位置する地理的優位条件などの特徴を活かし、

経済的・社会的波及効果が期待される事業を広く募集

⇒ 2020年9月採択 ： 宇宙港事業



H）宇宙港／「宇宙港事業」テーマ
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空撮画像提供：三菱地所株式会社

北側から

南側から

宇宙に行ける島、下地島



H）宇宙港／採択事業(宇宙港事業) 要旨

11

１） “宇宙港”

下地島空港を有翼型宇宙機（スペースプレーン）の離発着場：

として活用する。

２） ２つのフェーズ
① 初期フェーズ ： X06、X07など自社実験機の飛行試験

② 運用フェーズ ： 自社に加え、国内外から利用会社を誘致

３） ４つの事業
① 飛行試験（研究開発）事業

② テナント事業

③ 訓練事業

④ 観光事業



H）宇宙港／開発計画
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【直近の動き】

項目1） 自治体調整

沖縄県 新たな振興計画(素案) 策定開始

項目3） 事業化

宇宙港事業推進コンソーシアム設立

３５社登録 (具体化案件 個別調整中)

項目4） 建設

建設予定地調査、県とmtg、仕様書作成

項目１は、利活用事業申請／調整に関するものであり、既に完了している為、省略



H）宇宙港／推進事業体 設立
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https://www.spc.pdas.co.jp/



H）宇宙港／海外対応
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■主な協定事項

1. 米国連邦航空局の商業宇宙輸送局を通じて、当社の宇宙機を飛行させるための申請
手続きを開始すること。

2. 米国法人を設立し、具体的に米国での実施計画を進めること。

3. 計画推進に対して、相互の協力および支援を行うこと。

4. 宇宙旅行を含め施設、サービス、および運用など商業宇宙輸送の市場を促進すること。

宇宙港、自治体、工業会等と連携し、

米国での拠点化を展開中。
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I） 機体



I) 機体／開発ロードマップ
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～2016 '19 '22 '30'17 '18 '20 '21 '23 '25'24

ﾊﾟﾙｽ
ﾃﾞﾄﾈｰｼｮﾝ
（ﾛｹｯﾄ）

ｼﾞｪｯﾄ/ﾛｹｯﾄ燃焼
ﾓｰﾄﾞ切替実験成功

【無人機用】
PDE-FTE23 (X06)
RDE BBM (X07)

自動操縦
X03A

無人飛行技術実証
X02A, X04

【エンジン】

【機体】

X07 '23年12月

FPV、
追尾装置

通信距離 200km

【有人機】
X08 PEGASUS-MN

FTE5n (X08)

無人機技術を基に大型化、高度化

X08
'26年7月

FTE4n (X09) 【次期開発機】
X09 PEGASUS-AL

宇宙港整備

【ｻﾌﾞｵｰﾋﾞﾀﾙ無人機】
X05, X06, X07 PEGASUS-UM



PDAS-X06

燃料・酸化剤タンク

アビオニクス ラック エレボン

ラダー

FPV前方視界カメラ

ピトー管
ピトー管

ガスタービンエンジン

ピトー管

Phase1
ガスタービンエンジン

Phase2

ロケットエンジン

※機体下面に
新型エンジンを追加

I）機体／技術実証機（無人実験機）
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PDAS-X06

PDAS-X07 ジェット・ロケット
切替エンジン



③沖縄県
(下地島空港)

①北海道／大樹町
(多目的航空公園)

1,000m

3,000m

I）機体／飛行試験に向けた動き
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②和歌山県
(南紀白浜旧空港)

1,300m

GT#1

GT#2

GT#3 FT#1

・試験内容、実施時期に伴い、
実施場所を変遷

・年内に飛行試験へ移行予定

GT：地上滑走試験、FT：飛行試験



I）機体／飛行試験サイトの様子
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ハンガーで機体整備 機体を空港内エプロンへ搬入

地上局車から通信＆制御 コックピット（地上局車内）



I）機体／エンジン開発進捗状況
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評価項目 目標値 結果 評価

機体搭載 KRS x GO2, FADEC ← OK

形態 独立、遠隔制御 ← OK

作動時間 min 1分, max 2分 ← OK

定常推力 OK

最高表面温度 600℃ 315℃ OK

全評価項目の目標値達成 ⇒機体搭載へ移行OK

【目的】

① 機体への搭載

② FLCCとの連成/制御

③ 長距離遠隔操作

④ 機体チームとの連携

⑤ GT/FT実施慣熟

↑ 機体搭載状態での
機能確認試験 完了
at 燃焼実験室 (ｺﾝﾃﾅ内)

機体搭載状態、完全独立系での
長秒時試験 完了
at 屋外 ↓

↑機体搭載設計
（X06 機体下面に装着)

（for X06 : PDE）



I）機体／エンジン開発進捗状況
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（for X07 : RDE）

Rotating Detonation Engine
（回転デトネーション燃焼サイクル・エンジン）

直進/間歇 ⇒ 回転/連続

数十Hz ⇒ 数千Hz

「エアロジェット・ロケットダイン社」複数管 ⇒ 単管

RDE / BBM1 - Rocket mode

「ＰＤエアロスペース社」

RDE / BBM1 - Jet mode (Comp. Air)

「ＰＤエアロスペース社」



①公序良俗＞インフォームド？、②安全確認者の責任区分は？（製造、飛行、販売)、

①基準／許認可制度となる？
②そもそも国のインフラでは？、管轄は？
③使用許可、実施許可は、誰が？
④実験拠点の必要性

①保険造成に当たっての問題は？、②実施者の負担軽減措置は？

①基準策定は、誰が、どうやって？（当事者区分に拠る）

①パイロットの技量基準、評価は誰が、どのように？
②管制方法は？
③運航責任は？

【当事者】

・製造者

・運航者

・販売者

・安全確認者

----

・パイロットほか

・クルー(乗組員)

・その他搭乗者 (※乗客)

※便宜的表現

①販売根拠は？（該当法は？）
②「宇宙旅行」と言ってよい？（表現することに拠る問題は？）

①サブオビ機(有人)のカテゴリ／法的取り扱いは？、②技術支援／技術導入制度

①ヒト・モノ・カネ支援制度の必要性

③当事者の責任区分は？

①サービス内容への可否基準は？、誰が？

次ステップ） ９テーマ１７項目に対する課題(案) ＝ 必要な環境整備

時間軸(技術成熟度)を考慮した段階的な制度導入、レベルアップの視点が必要不可欠。

2021.05.25



次ステップ） ９テーマ１７項目に対する課題(案)への対応時期
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提案：対応範囲が広域に及ぶ為、項目単位で対応時期、検討チームを分ける。
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ＰＤエアロスペース株式会社

Be a wing for Space

宇宙への翼




